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移動体通信端末の医療応用に関する分科会

今日の少子高齢化社会を迎えて、高度情報通信ネットワーク社会を取り巻く環境も大きく変化しています。

　政府の高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部での「新たな情報通信技術戦略」にて「どこでもＭＹ病院構想の実現」、「シームレスな地域連携医療の実現」等の工程表（案）が発表され、遠隔医療推進のための検討、制度の見直し、普及拡大に向けて、地域連携医療ネットワーク実現への各種検討等が開始されました。

　今日、操作性や可搬性に優れたスマートフォンの普及により、モバイルヘルスとしての移動体情報通信の拡大が推察されます。移動体通信機能を実装したタブレット型情報端末も登場して、モバイルヘルスケアモニタリングサービスや在宅医療における医療・介護連携等の実現へ向けて、広域間のデータ通信による移動体情報通信網が期待されています。
ＩＴヘルスケア学会では、次世代型移動体情報通信技術を駆使したクラウド型タブレット携帯端末などの保健情報、医療情報へのシームレスなアクセスへ利活用が期待される移動体通信端末の医療応用について、セキュアなワイヤレスネットワーク基盤実現へ向けたフレームワーク、安全性、信頼性の確保や標準化に係わる学際的な研究活動をするため、ここに専門部会として「移動体通信端末の医療応用に関する分科会」設立を発起することとしました。
各位のご指導ご鞭撻を賜りたく、設立の趣意とします。
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